
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節 分 

荏原第六中学校 副校長 朝日亮介 

 

プールが凍るほどの寒い日々が続いていますが、江戸時代に比べればまだ暖かいようです。当

時は小氷期であり、江戸東京でも川すら凍る氷点下が続く日々だったとされています。平均気温で

３度前後低く、エアコンもない、考えられませんね。 

さて、２月３日は「節分」です。節分は「季節を分ける」という意味があります。立春、立夏、立秋、

立冬と年４回ありますが、旧暦では一年の始まりにあたる立春の前日の節分が尊ばれ、節分と言え

ば春の節分を指すようになりました。つまり、２月４日から暦上の春になります。まだまだ寒いのにも

う春です。 

また、節分と言えば豆まきです。「魔を滅する」ということから、豆をまくようになったとも言われて

いますが、平安時代から続く長い歴史があります。病や自然災害など目に見えない災いはすべて鬼

の仕業とされ、豆まきによって鬼を追い出し一年間の無病息災を願います。ただ、大ヒット中の「鬼

滅の刃」でもわかる通り、鬼は煩悩や欲望をもつ人の心に住み着きます。９年生は今、鬼と必死に戦

っていることと思います。節分を機に、鬼を一掃し、入試に向けラストスパートを切ることと期待して

います。 

一方、節分は鬼を追い出すだけでなく、福を呼び込みます。当初は「豆打ち」と呼ばれ、鬼を打ち

払うことが主でしたが、福を招き入れるという要素が加わり、「豆まき」になったと言われています。

冬休み中に聞いたお話があります。 

「あなたにとっては平凡な今日であっても、あの人にとっては望んでも迎えることのできなかった

特別な今日である。」 

年度末に向け、多忙な日々です。一日一日を生きることで精一杯だと思います。いつもと変わら

ぬ平凡な毎日を送ることのできる幸せもありますが、「だれかのため」「何かのため」に大事な一日を

過ごす日があってもいいのかもしれません。 

「鬼は外、福は内。」 

みなさまが健康で幸せに過ごせますよう 

願っております。 

 

  

家庭・地域・学校が協働し 

未来を創造する生徒を育てる  

 

この学校だよりは、UD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用して作成しています 

 



 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科 調理実習 

１２月下旬に、９年生は家庭科の調理実習で

しょうが焼きを作りました。各クラス、１時間ず

つ行いました。「玉ねぎはどれぐらい炒めたら

いいんだろう」「コショウってどれぐらい？」な

ど、色々悩みながらも、班のみんなで協力して

進めていました。とても美味しそうな香りが家

庭科室に広がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

茶道体験（１月２２日） 

 ８年生が茶道体験を行いました。和室では、

講師の先生から、お茶菓子のいただき方など

についてお話を聞いた後、お茶菓子をいただ

き、それぞれお茶を点てました。７年生の時に

もお茶を点てているので、みんな上手に点てて

いました。講師の先生から和室の掛け軸につ

いてもお話をいただき、「周りに心を配ることの

大切さ」「ありのままの自分を大切にすることの

素晴らしさ」についても学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 

1 日  

2 月 安全指導  ESAT-J（７・８） 

3 火  

4 水  

5 木  

6 金 学力テスト（７・８） 

7 土  

8 日  

9 月 生徒会朝会  避難訓練 

10 火 品川教育の日 

11 水 建国記念の日 

12 木  

13 金 六中寺子屋（７） 

14 土 土曜授業日  百人一首大会（７） 

学校公開  新入生保護者説明会 

15 日  

16 月 朝会 

17 火  

18 水  

19 木  

20 金 百人一首大会（８） 

21 土  

22 日  

23 月 天皇誕生日 

24 火 学年末考査 

25 水 学年末考査 

26 木 学年末考査 

27 金 笑顔と学びのプロジェクト（９） 

２８ 土  

 

 

 

  

  

  

 

 
 

 

生徒会朝会 

書き初めの作品 


